
養鰻池加温システム実用化事業（重油焚きボイラー代替方式） 

水産技術実用化事業（平成21～22年度） 

１ 事業の目的 

２ 開発技術及び実証の概要 

実施主体：齋藤水産有限会社、八洋エンジニアリング株式会社 

３ 開発技術の成果・普及 

養鰻業における養鰻池水温の維持管理について、 

導入前 

・年間重油料金(平均) 212,07千円   ・メンテナンス費100千円 

・年間電気料金（平均）10,497千円 

重油焚きボイラー方式による加熱： 

重油消費多、エネルギー効率低、 

CO2排出量多 

従来 

年間 約810万円の経費削減効果 

導入技術 

・電気駆動ヒートポンプ＋温水タンク 

・重油の使用量が減少、約52％の削減 

・CO2排出量 約60％以上の削減 

・省エネ効果 

導入後 

・重油料金(導入等に使用) 8,720千円 ・メンテナンス費50千円 

・年間電気料金 14,900千円 

・経費（試算） 

のいずれかの加温方式を、外気温や負

荷状態の状況により利用 

・間接加温(35～60℃)  

・直接加温(31～45℃) 

・直接/間接加温の併用 

重油価格の変動に影響されない養鰻経営、省エネルギー化を実現 

電気駆動ヒートポンプの導入により 

・一部の養鰻業者への普及が進んでいる。 


